
(57)【要約】

【課題】信号処理回路を実装する子基板と、子基板間の

接続を行う信号線が設けられた親基板とを有する超音波

診断装置において、同一の信号処理回路を実装する子基

板を複数設ける場合に、これらの子基板の構成を同一と

する。

【解決手段】探触子選択接続部４６は、超音波探触子に

備えられた振動子と親基板２８の信号線とを接続する。

プリアンプ接続部４８，５０は、それぞれ受信信号を増

幅する子基板が接続される。探触子選択接続部４６の端

子を、接続部の端からの順序数を同一機能を有する基板

の数、すなわち２で割った剰余により分類する。剰余が

１の端子を第１のプリアンプ接続部４８に接続し、剰余

が０のものを第２のプリアンプ接続部５０に接続する。

二つのプリアンプ接続部４８，５０における接点の位置

を共通にする。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 体 内 に 送 信 さ れ た 超 音 波 を 受 信 し 、 超 音 波 画 像 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
多 数 の 超 音 波 振 動 子 が 受 信 し た 受 信 信 号 が 流 れ る 信 号 線 が 配 列 さ れ た 親 基 板 と 、
前 記 受 信 信 号 を 処 理 す る 処 理 回 路 が 実 装 さ れ 、 前 記 親 基 板 に 結 合 さ れ る 複 数 の 子 基 板 と 、
を 有 し 、
前 記 複 数 の 子 基 板 は 、 同 一 の 信 号 処 理 に か か る 同 一 の 構 成 を 有 す る Ｎ 個 の 子 基 板 を 含 み 、
信 号 線 は 、 そ の 配 列 の 端 か ら の 順 序 数 を 前 記 Ｎ で 割 っ た 剰 余 に よ り 分 類 さ れ 、 分 類 さ れ た
ひ と つ の 群 が 、 前 記 Ｎ 個 の 子 基 板 の ひ と つ に 接 続 さ れ る 、
超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 Ｎ 個 の 子 基 板 に 接 続 さ れ る 信 号 線 は 、 親
基 板 上 の 一 つ の 層 に 配 置 さ れ て い る 、 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
生 体 内 に 送 信 さ れ た 超 音 波 を 受 信 す る 多 数 の 超 音 波 振 動 子 と 、 前 記 超 音 波 振 動 子 で 受 信 さ
れ た 信 号 を 処 理 す る 処 理 回 路 が 実 装 さ れ た 子 基 板 と を 接 続 す る 信 号 線 が 配 列 さ れ た 親 基 板
で あ っ て 、
前 記 超 音 波 振 動 子 と 接 続 す る た め の 振 動 子 接 続 部 と 、
同 一 の 信 号 処 理 に か か る 同 一 構 成 を 有 す る Ｎ 個 の 子 基 板 を 接 続 す る た め の Ｎ 個 の 子 基 板 接
続 部 と 、
を 有 し 、
前 記 親 基 板 の 信 号 線 は 、 前 記 振 動 子 接 続 部 の 一 端 か ら ｉ 番 目 の 接 点 を 、 ｉ を Ｎ で 割 っ た 剰
余 Ｒ に よ り 対 応 づ け ら れ た 前 記 Ｎ 個 の 子 基 板 接 続 部 の 一 つ に 接 続 す る 、
超 音 波 診 断 装 置 の 親 基 板 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 の 親 基 板 に お い て 、
前 記 信 号 線 は 、 概 略 同 一 の 方 向 に 延 び 、 前 記 振 動 子 接 続 部 お よ び 前 記 Ｎ 個 の 子 基 板 接 続 部
は 、 前 記 信 号 線 の 延 び る 方 向 に 略 直 交 し て 配 置 さ れ 、
前 記 振 動 子 接 続 部 の 接 点 は 、 前 記 剰 余 Ｒ に 対 応 し て 、 振 動 子 接 続 部 に 近 い 方 か ら Ｒ 番 目 の
子 基 板 接 続 部 の 接 点 に 接 続 さ れ 、
前 記 振 動 子 接 続 部 の ｉ 番 目 の 接 点 は 、 ｉ を Ｎ で 割 っ た 商 Ｑ と し て 、 子 基 板 接 続 部 の 一 端 か
ら （ Ｑ × Ｎ ＋ １ ） 番 目 の 接 点 に 接 続 さ れ る 、
超 音 波 診 断 装 置 の 親 基 板 。
【 請 求 項 ５ 】
生 体 内 に 送 信 さ れ た 超 音 波 を 受 信 し 、 超 音 波 画 像 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、
多 数 の 超 音 波 振 動 子 が 受 信 し た 受 信 信 号 が 流 れ る 信 号 線 が 配 列 さ れ た 親 基 板 と 、
前 記 受 信 信 号 を 処 理 す る 処 理 回 路 が 実 装 さ れ 、 前 記 親 基 板 に 結 合 さ れ る 複 数 の 子 基 板 と 、
を 有 し 、
前 記 複 数 の 子 基 板 は 、 同 一 の 信 号 処 理 に か か る 同 一 の 構 成 を 有 す る 複 数 の 子 基 板 を 含 み 、
前 記 親 基 板 の 信 号 線 は 、 隣 り 合 う 同 士 の も の が 別 個 の 前 記 子 基 板 に 接 続 さ れ る 、
超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 生 体 内 に 送 信 さ れ た 超 音 波 の 透 過 波 ま た は 反 射 波 を 受 信 し て 断 層 画 像 等 の 超 音
波 画 像 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 特 に 回 路 基 板 の 構 成 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
多 数 の 超 音 波 振 動 子 が 内 蔵 さ れ た 探 触 子 を 生 体 に 接 触 さ せ 、 生 体 内 に 送 信 さ れ た 超 音 波 を
、 前 記 探 触 子 の 振 動 子 に よ っ て 受 信 し 、 こ れ を 解 析 し て 超 音 波 画 像 を 得 る 超 音 波 診 断 装 置
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が 知 ら れ て い る 。 装 置 の 本 体 に は 、 信 号 処 理 の 機 能 ご と に 別 個 に 構 成 さ れ た 複 数 の 基 板 （
以 下 、 子 基 板 と 記 す ） が 備 え ら れ 、 さ ら に 、 こ れ ら の 子 基 板 間 お よ び 子 基 板 と 探 触 子 の 各
振 動 子 を 接 続 す る た め の 信 号 線 が 配 置 さ れ た 基 板 （ 以 下 、 親 基 板 と い う ） が 備 え ら れ て い
る 。 個 々 の 子 基 板 は 、 親 基 板 に 対 し 直 交 す る よ う に 差 し 込 ま れ 、 こ の 差 し 込 ま れ た 部 分 に
て 、 親 基 板 の 信 号 線 と 、 子 基 板 に 実 装 さ れ た 回 路 素 子 と の 接 続 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
超 音 波 診 断 装 置 の 高 機 能 化 、 高 分 解 能 化 の 要 求 か ら 探 触 子 の 振 動 子 数 が 増 加 し 、 こ れ に 伴
っ て 振 動 子 に 対 応 し て 設 け ら れ る 処 理 回 路 の 素 子 の 数 も 増 大 し て い る 。 こ の た め 、 同 一 の
機 能 を １ 個 の 子 基 板 に ま と め る こ と が で き ず 、 複 数 枚 に 分 け る こ と が 行 わ れ て い る 。 例 え
ば 、 Ｍ 個 の 超 音 波 振 動 子 を 備 え 、 同 一 機 能 の 子 基 板 を ２ 個 設 け た 装 置 の 場 合 、 １ ～ （ Ｍ ／
２ ） 番 目 の 振 動 子 は 第 １ の 子 基 板 、 （ Ｍ ／ ２ ＋ １ ） か ら Ｍ 番 目 の 振 動 子 は 第 ２ の 子 基 板 に
て 信 号 処 理 を 行 う よ う に し て い る 。 各 振 動 子 の 信 号 が 送 ら れ る 信 号 線 が ほ ぼ 直 線 状 に 、 ま
た 平 行 に 配 置 さ れ る 場 合 、 第 １ の 子 基 板 と 第 ２ の 子 基 板 で 、 親 基 板 に 対 す る 接 続 位 置 が 異
な る こ と に な る 。 こ の 場 合 、 同 一 機 能 の 子 基 板 を 作 り 分 け る 必 要 が あ り 、 部 品 の 種 類 が 増
加 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
同 一 の 機 能 の 子 基 板 の 構 成 を 同 じ も の と す る た め の 配 線 の 例 を 図 ６ に 示 す 。 親 基 板 １ ０ ０
に は 、 各 子 基 板 と 接 続 を 行 う 接 続 部 １ ０ ２ ， １ ０ ４ ， １ ０ ６ ， １ ０ ８ ， １ １ ０ お よ び こ れ
ら を 結 ぶ 信 号 線 １ １ ２ ， １ １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 親 基 板 １ ０ ０ は ２ 層 構 造 を 有 し 、 そ れ
ぞ れ の 層 の パ タ ン が 、 第 １ 層 配 線 パ タ ン １ ０ ０ ａ 、 第 ２ 層 配 線 パ タ ン １ ０ ０ ｂ と し て 示 さ
れ て い る 。 ま た 、 こ の 例 は 、 簡 単 の た め に 超 音 波 振 動 子 の 数 を ８ 個 と し て 示 し て い る 。 接
続 部 １ ０ ２ に は 、 探 触 子 の 選 択 機 能 を 有 す る 子 基 板 が 接 続 さ れ る 。 接 続 部 １ ０ ４ ， １ ０ ６
に 接 続 さ れ る 子 基 板 は 、 い ず れ も 超 音 波 振 動 子 で 受 信 さ れ た 信 号 を 増 幅 す る 機 能 を 有 す る
も の で あ り 、 接 続 部 １ ０ ４ に は ５ ～ ８ 番 目 の 振 動 子 が 接 続 さ れ て 、 接 続 部 １ ０ ６ に は １ ～
４ 番 目 の 振 動 子 が 接 続 さ れ る 。 さ ら に 、 接 続 部 １ ０ ８ ， １ １ ０ に 接 続 さ れ る 子 基 板 は 、 い
ず れ も 超 音 波 探 触 子 よ り 超 音 波 を 送 信 駆 動 す る 機 能 を 有 す る 子 基 板 で あ り 、 接 続 部 １ ０ ８
が ５ か ら ８ 番 目 の 振 動 子 に 、 接 続 部 １ １ ０ が １ ～ ４ 番 目 の 振 動 子 に 対 応 し て い る 。 ま た 、
各 接 続 部 の 下 段 の 接 点 は 接 地 さ れ て い る 。 図 ６ の 場 合 に は 、 子 基 板 １ ０ ４ ， １ ０ ６ お よ び
子 基 板 １ ０ ８ ， １ １ ０ は 、 端 子 の 位 置 が 同 じ で あ る の で 同 一 の 構 成 を 採 る こ と が で き 、 子
基 板 の 共 用 化 が 行 え る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 述 し た 超 音 波 診 断 装 置 の 基 板 構 成 に よ れ ば 、 同 一 機 能 の 子 基 板 を 同 一 の 構 成 に よ り 作 成
す る こ と が で き る 。 し か し 、 １ ～ ４ 番 の 振 動 子 に か か る 信 号 線 を 、 接 続 部 １ ０ ４ と 同 １ ０
６ の 間 で 図 中 左 右 の 方 向 に 配 置 さ せ る 必 要 が あ り 、 こ れ ら の 接 続 部 の 間 隔 を 広 く と る 必 要
が あ り 、 親 基 板 が 大 型 化 す る 。 ま た 、 接 続 部 １ ０ ４ ， １ ０ ６ か ら 更 に 送 信 に か か る 子 基 板
と の 接 続 部 １ ０ ８ ， １ １ ０ に 信 号 線 を 延 ば す た め に 、 ５ ～ ８ 番 目 の 信 号 線 は 、 第 ２ 層 に 配
置 す る 必 要 が あ る 。 ２ 層 間 で 近 接 す る 信 号 線 は 、 対 応 す る 超 音 波 振 動 子 が 隣 接 ま た は 近 接
す る も の で は な い 。 図 ６ の 場 合 で あ れ ば 、 １ 番 目 と ５ 番 目 、 ２ 番 目 と ６ 番 目 、 ３ 番 目 と ７
番 目 、 ４ 番 目 と ８ 番 目 の 信 号 線 が 近 接 し 、 こ れ ら の 近 接 す る 信 号 線 に 対 応 す る 超 音 波 振 動
子 は 探 触 子 上 で 、 離 れ た 位 置 に あ る 。 し た が っ て 、 前 記 の 組 の 信 号 線 間 で ク ロ ス ト ー ク の
影 響 を 受 け や す い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 多 数 の 超 音 波 振 動 子 を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 同 一 機 能 の 子 基 板 を 同
一 構 成 と し 、 親 基 板 の 構 成 を 簡 略 な も の と す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 機 能 が 同 一 の 子 基 板 が Ｎ 個 あ る 場 合 に 、 超 音 波 振 動 子 の 信 号
が 流 れ る 多 数 配 列 さ れ た 信 号 線 を 、 そ の 配 列 の 一 端 か ら の 順 序 数 を 前 記 Ｎ で 割 っ た 剰 余 に
よ り 分 類 し 、 一 つ の 分 類 に 対 し 、 一 つ の 子 基 板 を 割 り 当 て る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の 他 の 態 様 で あ る 超 音 波 診 断 装 置 の 親 基 板 は 、 超 音 波 振 動 子 と 接 続 す る た め
の 振 動 子 接 続 部 と 、 同 一 の 信 号 処 理 に か か る 同 一 構 成 を 有 す る Ｎ 個 の 子 基 板 を 接 続 す る た
め の Ｎ 個 の 子 基 板 接 続 部 と 、 を 有 し 、 前 記 親 基 板 の 信 号 線 は 、 前 記 振 動 子 接 続 部 の 一 端 か
ら ｉ 番 目 の 接 点 を 、 ｉ を Ｎ で 割 っ た 剰 余 Ｒ に よ り 対 応 づ け ら れ た 前 記 Ｎ 個 の 子 基 板 接 続 部
の 一 つ に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 の 他 の 態 様 で あ る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 機 能 が 同 一 の 子 基 板 が 複 数 個
あ る 場 合 に 、 親 基 板 の 信 号 線 の 隣 り 合 う も の 同 士 が 、 別 個 の 子 基 板 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 （ 以 下 実 施 形 態 と い う ） を 、 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。 図 １ は 、
超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 本 体 １ ２ に 備 え ら れ た 複 数 の コ ネ ク タ １
４ に そ れ ぞ れ 超 音 波 探 触 子 １ ６ が 結 合 さ れ て い る 。 超 音 波 探 触 子 １ ６ は 、 多 数 、 例 え ば ４
８ 個 、 ９ ６ 個 あ る い は そ れ 以 上 の 超 音 波 振 動 子 を 備 え て お り 、 こ の 一 つ 一 つ の 振 動 子 が コ
ネ ク タ １ ４ を 介 し て 本 体 １ ２ 内 の 処 理 回 路 に 接 続 さ れ て い る 。 コ ネ ク タ １ ４ は 、 使 用 す る
超 音 波 探 触 子 １ ６ の 選 択 を 行 う 探 触 子 選 択 部 １ ８ に 設 け ら れ て い る 。 選 択 さ れ た 超 音 波 探
触 子 １ ６ は 、 送 信 部 ２ ０ と 、 ま た プ リ ア ン プ ２ ２ を 介 し て 受 信 部 ２ ４ と 接 続 さ れ る 。 送 信
部 ２ ０ は 、 超 音 波 振 動 子 に 対 し て 駆 動 信 号 を 送 出 し 、 こ の 信 号 に よ っ て 被 検 体 に 対 し て 超
音 波 探 触 子 １ ６ よ り 超 音 波 が 送 信 さ れ る 。 送 信 さ れ た 超 音 波 は 、 被 検 体 内 で 反 射 し 、 反 射
波 が 、 再 度 超 音 波 探 触 子 １ ６ に よ り 受 信 さ れ 、 プ リ ア ン プ ２ ２ を 介 し て 受 信 部 ２ ４ に 送 ら
れ る 。 受 信 部 ２ ４ に よ り 処 理 さ れ た 受 信 信 号 は 更 に 画 像 処 理 部 ２ ６ に 送 ら れ 、 こ こ で 断 層
画 像 な ど の 超 音 波 画 像 が 形 成 さ れ 、 こ の 情 報 が 表 示 部 な ど に 送 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ は 、 本 体 １ ２ 内 部 に 配 置 さ れ る 、 処 理 回 路 を 構 成 す る 各 素 子 が 実 装 さ れ た 基 板 の 概 略
構 成 を 示 し て い る 。 図 中 縦 に 配 置 さ れ た 基 板 が 、 実 際 の 信 号 処 理 を 行 う 回 路 が 形 成 さ れ た
子 基 板 で あ り 、 各 子 基 板 の 底 辺 に て こ れ ら と 接 続 し 、 図 中 横 に 配 置 さ れ た 基 板 が 、 各 子 基
板 ど う し を 接 続 す る 信 号 線 が 配 線 さ れ た 親 基 板 ２ ８ で あ る 。 親 基 板 ２ ８ に は 、 対 応 す る 子
基 板 を 結 合 す る 接 続 部 が 形 成 さ れ て お り 、 親 基 板 に 設 け ら れ た 接 点 と 、 子 基 板 に 設 け ら れ
た 端 子 が 接 続 す る こ と に よ っ て 、 親 基 板 の 信 号 線 と 子 基 板 の 回 路 が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 述 の コ ネ ク タ １ ４ が 実 装 さ れ た 子 基 板 （ 探 触 子 選 択 子 基 板 ） ３ ０ は 、 探 触 子 選 択 部 １ ８
と し て 機 能 す る 回 路 を 実 装 し 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ の 操 作 者 が 選 択 し た 超 音 波 探 触 子 １ ６
の 個 々 の 振 動 子 を 親 基 板 ２ ８ に 形 成 さ れ た 信 号 線 に 接 続 す る 。 こ の 信 号 線 の 並 び は 、 超 音
波 探 触 子 １ ６ 内 の 振 動 子 の 配 列 の 並 び に そ ろ え ら れ 、 こ れ に よ り 信 号 線 間 の ク ロ ス ト ー ク
の 影 響 を 小 さ く し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
探 触 子 選 択 子 基 板 ３ ０ に 続 い て 配 置 さ れ る の は 、 図 １ の プ リ ア ン プ ２ ２ に 対 応 す る ２ 枚 の
プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ２ ， ３ ４ で あ る 。 プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ２ ， ３ ４ は 、 超 音 波 振 動 子 １ ０
の 受 信 信 号 を 増 幅 す る 回 路 素 子 を 実 装 し て い る 。 ま た 、 超 音 波 探 触 子 １ ６ に 備 え ら れ て い
る 振 動 子 数 が 多 い 場 合 、 一 つ の 基 板 に 各 振 動 子 ご と の 回 路 素 子 が 実 装 で き な い た め 、 振 動
子 を ２ 群 に 分 け て 、 一 方 を プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ２ に 、 他 方 を プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ４ に て 増
幅 処 理 を 行 う 。 増 幅 さ れ た 信 号 は 、 親 基 板 ２ ８ と は 反 対 側 に 配 置 さ れ る 不 図 示 の 基 板 の 信
号 線 に よ り 、 受 信 処 理 子 基 板 ３ ６ ， ３ ８ に 送 ら れ る 。 こ の 受 信 処 理 子 基 板 ３ ６ ， ３ ８ は 、
個 々 の 超 音 波 振 動 子 の 信 号 を 遅 延 加 算 処 理 す る 回 路 が 実 装 さ れ 、 図 １ 中 に 示 し た 受 信 部 ２
４ に 相 当 す る 。 ま た 、 探 触 子 選 択 子 基 板 ３ ０ と プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ２ ， ３ ４ を 結 ぶ 信 号 線
は 、 更 に 延 び て 送 信 処 理 子 基 板 ４ ０ ， ４ ２ に 接 続 さ れ る 。 送 信 処 理 子 基 板 ４ ０ ， ４ ２ は 、
超 音 波 振 動 子 へ の 送 信 パ ル ス を 形 成 す る 、 図 １ 中 に 示 し た 送 信 部 ２ ０ に 対 応 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ３ は 、 各 子 基 板 と の 接 続 部 と 、 親 基 板 ２ ８ 上 の 信 号 線 ４ ４ の 配 置 を 示 し た 図 で あ る 。 図
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中 最 も 下 に 位 置 す る の が 探 触 子 選 択 子 基 板 ３ ０ と の 接 続 部 で あ る 探 触 子 選 択 接 続 部 ４ ６ で
あ る 。 次 の ２ 個 が プ リ ア ン プ 子 基 板 ３ ２ ， ３ ４ と の 接 続 部 で あ る プ リ ア ン プ 接 続 部 ４ ８ ，
５ ０ で あ り 、 さ ら に 次 の ２ 個 が 送 信 処 理 子 基 板 ４ ０ ， ４ ２ と 接 続 さ れ る 送 信 接 続 部 ５ ２ ，
５ ４ で あ る 。 各 接 続 部 の 黒 丸 は 接 点 と な る ホ ー ル が 設 け ら れ 、 こ こ に 子 基 板 側 の ピ ン が 差
し 込 ま れ て 信 号 線 が 接 続 さ れ る 。 ま た 、 図 中 下 段 の 接 点 は 接 地 さ れ て お り 、 こ れ に 接 続 さ
れ る 接 地 線 ５ ６ の 電 位 も 接 地 電 位 と な る 。 図 示 す る よ う に 、 各 信 号 線 ４ ４ の 間 に は 接 地 線
５ ６ が 配 置 さ れ 、 こ れ に よ り 信 号 線 間 の ク ロ ス ト ー ク の 防 止 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
各 接 続 部 に 付 さ れ た １ ～ ８ の 数 字 は 、 超 音 波 探 触 子 １ ６ の 振 動 子 の 番 号 を 示 し 、 振 動 子 の
配 列 の 端 か ら 順 番 に 付 さ れ た 番 号 で あ る 。 よ っ て 、 探 触 子 上 の 配 列 が 本 体 の 基 板 上 で も 維
持 さ れ て い る こ と が 理 解 さ れ る 。 本 実 施 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ に お い て 、 そ の 超 音 波
振 動 子 の 数 は 多 く 、 全 部 の 振 動 子 ご と の プ リ ア ン プ 回 路 を １ 枚 の 基 板 上 に 実 装 で き な い 。
そ こ で 、 同 一 機 能 を 有 す る 子 基 板 を ２ 枚 用 い 、 振 動 子 を ２ 枚 の 子 基 板 に 振 り 分 け て 対 応 さ
せ て い る 。 図 示 す る よ う に 、 振 動 子 の 奇 数 番 に 対 応 す る 信 号 線 が 、 探 触 子 選 択 接 続 部 ４ ６
に 近 い 方 の 第 １ の プ リ ア ン プ 接 続 部 ４ ８ お よ び 第 １ の 送 信 接 続 部 ５ ２ に 導 か れ る 。 こ れ ら
の 接 続 部 ４ ８ ， ５ ２ に お い て 、 信 号 線 は 、 振 動 子 の 番 号 に 対 応 し た 順 序 数 の 接 点 に 接 続 さ
れ て い る 。 例 え ば 、 １ 番 の 信 号 線 は 接 続 部 の 端 か ら １ 番 目 の 接 点 に 、 ３ 番 の 信 号 線 は 接 続
部 の 端 か ら ３ 番 目 の 接 点 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 信 号 線 は 、 図 示 さ れ る よ う に 途 中
の 第 ２ の プ リ ア ン プ 接 続 部 ５ ０ に お い て は 各 接 点 を 迂 回 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
偶 数 番 に 対 応 す る 信 号 線 は 、 第 １ の プ リ ア ン プ 接 続 部 ４ ８ の 各 接 点 を 迂 回 し て 、 第 ２ の プ
リ ア ン プ 接 続 部 ５ ０ に 延 び 、 こ こ で は 、 第 １ の プ リ ア ン プ 接 続 部 ４ ８ の 接 点 が 設 け ら れ た
の と 同 じ 位 置 の 接 点 に 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 ２ 番 の 振 動 子 に 対 応 す る 信 号 線 は 第 ２ の プ
リ ア ン プ 接 続 部 ５ ０ の １ 番 目 の 接 点 に 、 ４ 番 の 信 号 線 は ３ 番 目 の 接 点 に 、 ６ 番 の 信 号 線 は
５ 番 の 接 点 に 、 以 下 同 様 に 接 続 さ れ る 。 偶 数 番 に 対 応 す る 信 号 線 は 、 更 に 延 び 第 １ の 送 信
接 続 部 ５ ２ の 接 点 を 迂 回 し て 、 第 ２ の 送 信 接 続 部 ５ ４ ま で 延 び る 。 第 ２ の 送 信 接 続 部 ５ ４
で は 、 ２ 番 目 、 ４ 番 目 、 ６ 番 目 ・ ・ ・ の 偶 数 番 目 の 信 号 線 は 、 第 ２ の プ リ ア ン プ 接 続 部 ５
０ と 同 様 、 １ 番 、 ３ 番 、 ５ 番 ・ ・ ・ の 奇 数 番 目 の 接 点 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ れ に よ り 、 二 つ の プ リ ア ン プ 接 続 部 ４ ８ ， ５ ０ は 、 同 じ 位 置 の 接 点 に 、 信 号 線 が 接 続 さ
れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 子 基 板 側 に お い て 、 １ 番 、 ３ 番 、 ５ 番 ・ ・ ・ と 奇 数 番 目 の 接 点 に 対
応 す る 位 置 に 接 続 ピ ン を 設 け て お く こ と に よ り 、 子 基 板 は 二 つ の プ リ ア ン プ 接 続 部 ４ ８ ，
５ ０ の い ず れ に も 適 用 可 能 と な る 。 同 様 に 、 二 つ の 送 信 接 続 部 ５ ２ ， ５ ４ に つ い て も 同 じ
位 置 の 接 点 に 信 号 線 が 接 続 さ れ 、 同 一 の 送 信 処 理 子 基 板 を 二 つ の 接 続 部 ５ ２ ， ５ ４ の い ず
れ に も 適 用 す る こ と が で き る よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 同 一 機 能 を 有 す る 子 基 板 を ２ 枚 使
う 場 合 に 、 子 基 板 を 作 り 分 け す る こ と が 必 要 な く な る 。 ま た 、 図 に 示 す と お り 、 親 基 板 ２
８ 上 の 信 号 線 を １ 平 面 内 に 配 置 す る こ と が で き 、 基 板 の 作 製 が 容 易 に な り 、 ま た 、 ２ 層 に
配 置 さ れ た 信 号 線 間 の ク ロ ス ト ー ク を 考 慮 す る 必 要 が な く な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ４ は 、 プ リ ア ン プ 子 基 板 お よ び 送 信 処 理 子 基 板 を そ れ ぞ れ ３ 個 設 け た と き の 親 基 板 ６ ０
の 信 号 線 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 親 基 板 の 各 接 続 部 の 構 成 は 図 ３ に 示 し た も の と 同 一 で あ
り 、 信 号 線 の 配 線 が 前 述 の 例 と 異 な っ て い る 。 探 触 子 接 続 部 ６ ２ の 端 か ら １ 番 目 、 ４ 番 目
、 ７ 番 目 ・ ・ ・ の 接 点 が 第 １ の プ リ ア ン プ 子 基 板 ６ ４ に 接 続 さ れ 、 さ ら に 第 ２ 、 第 ３ の プ
リ ア ン プ 子 基 板 ６ ６ ， ６ ８ の 接 点 を 避 け て 第 １ の 送 信 接 続 部 ７ ０ に 接 続 さ れ る 。 探 触 子 接
続 部 ６ ２ の 端 か ら ２ 番 目 、 ５ 番 目 、 ８ 番 目 ・ ・ ・ の 接 点 は 、 第 １ の プ リ ア ン プ 子 基 板 ６ ４
の 接 点 を 避 け て 第 ２ の プ リ ア ン プ 基 板 ６ ６ の 端 か ら １ 番 目 、 ４ 番 目 、 ７ 番 目 ・ ・ ・ の 接 点
に 接 続 さ れ る 。 さ ら に 、 こ こ か ら 、 第 ３ の プ リ ア ン プ 子 基 板 ６ ８ 、 第 １ の 送 信 接 続 部 ７ ０
を 避 け て 、 第 ２ の 送 信 接 続 部 ７ ２ の 端 か ら １ 番 目 、 ４ 番 目 、 ７ 番 目 ・ ・ ・ の 接 点 に 接 続 さ
れ る 。 さ ら に 、 探 触 子 接 続 部 ６ ２ の 端 か ら ３ 番 目 、 ６ 番 目 、 ９ 番 目 ・ ・ ・ の 接 点 は 、 第 １
お よ び 第 ２ の プ リ ア ン プ 子 基 板 ６ ４ ， ６ ６ の 接 点 を 避 け て 第 ３ の プ リ ア ン プ 基 板 ６ ８ の 端
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か ら １ 番 目 、 ４ 番 目 、 ７ 番 目 ・ ・ ・ の 接 点 に 接 続 さ れ る 。 さ ら に 、 こ こ か ら 、 第 １ お よ び
第 ２ の 送 信 接 続 部 ７ ０ ， ７ ２ を 避 け て 、 第 ３ の 送 信 接 続 部 ７ ４ の 端 か ら １ 番 目 、 ４ 番 目 、
７ 番 目 ・ ・ ・ の 接 点 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 接 続 に よ り 、 ３ 個 の プ リ ア ン プ 子 基 板 は 、 そ の 接 続 端 子 も 含 め て 同 一 の 構 成 と す る こ
と が で き る 。 同 様 に ３ 個 の 送 信 処 理 子 基 板 も 同 一 の 構 成 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ と 図 ４ に 示 さ れ た 例 に よ れ ば 、 プ リ ア ン プ 子 基 板 な ど 、 同 一 機 能 を Ｎ 個 の 基 板 に 分 け
た 場 合 、 親 基 板 に 配 列 さ れ る 信 号 線 の 、 配 列 の 端 か ら の 順 序 数 を Ｎ で 割 っ た 剰 余 に よ り 分
類 さ れ 、 分 類 さ れ た 一 つ の 群 が 、 一 つ の 基 板 に 対 応 し て 接 続 さ れ る 。 図 ４ の よ う に 、 子 基
板 を ３ 個 設 け た 場 合 、 剰 余 が １ ， ２ ， ０ と な る ３ つ の 群 に 分 類 さ れ る 。 剰 余 が １ の 群 が 第
１ の プ リ ア ン プ 子 基 板 お よ び 第 １ の 送 信 子 基 板 に 接 続 さ れ る 。 同 様 に 、 剰 余 が ２ の 群 は 、
第 ２ の プ リ ア ン プ 子 基 板 と 第 ２ の 送 信 子 基 板 に 、 剰 余 が ３ の 群 は 第 ３ の プ リ ア ン プ 子 基 板
と 第 ３ の 送 信 子 基 板 に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 第 １ か ら 第 ３ の プ リ ア ン プ 接 続 部 ６ ４ ， ６ ６ ，
６ ８ の 、 プ リ ア ン プ 子 基 板 の 端 子 を 受 け 入 れ る 接 点 は 、 第 １ の プ リ ア ン プ 接 続 部 ６ ４ と 同
一 と な っ て お り 、 こ れ は 各 接 続 部 ６ ４ ， ６ ６ ， ６ ８ に お い て 、 剰 余 が １ と な る 順 序 数 の 接
点 に 信 号 線 が 接 続 さ れ る こ と に 相 当 し て い る 。 送 信 接 続 部 ７ ０ ， ７ ２ ， ７ ４ に お い て も 同
様 に 、 接 続 部 の 端 か ら の 順 序 数 の 剰 余 が １ と な る 接 点 に 各 信 号 線 が 接 続 さ れ る 。 な お 、 プ
リ ア ン プ 接 続 部 、 送 信 接 続 部 と も に 、 信 号 線 が 接 続 さ れ る 接 点 は 、 剰 余 が ０ ま た は ２ の も
の と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ５ も 、 図 ４ と 同 様 、 プ リ ア ン プ 子 基 板 お よ び 送 信 処 理 子 基 板 を そ れ ぞ れ ３ 個 設 け た と き
の 親 基 板 ８ ０ の 信 号 線 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 親 基 板 の 各 接 続 部 の 構 成 は 図 ３ に 示 し た も
の と 同 一 で あ り 、 信 号 線 の 配 線 が 前 述 の 例 と 異 な っ て い る 。 探 触 子 接 続 部 ８ ２ の 端 か ら １
番 目 、 ６ 番 目 、 ７ 番 目 、 １ ２ 番 目 、 １ ３ 番 目 ・ ・ ・ の 接 点 が 第 １ の プ リ ア ン プ 子 基 板 ８ ４
に 接 続 さ れ 、 さ ら に 第 ２ 、 第 ３ の プ リ ア ン プ 子 基 板 ８ ６ ， ８ ８ の 接 点 を 避 け て 第 １ の 送 信
接 続 部 ９ ０ に 接 続 さ れ る 。 探 触 子 接 続 部 ８ ２ の 端 か ら ２ 番 目 、 ５ 番 目 、 ８ 番 目 、 １ １ 番 目
、 １ ４ 番 目 ・ ・ ・ の 接 点 は 、 第 １ の プ リ ア ン プ 子 基 板 ８ ４ の 接 点 を 避 け て 第 ２ の プ リ ア ン
プ 基 板 ８ ６ の 端 か ら １ 番 目 、 ４ 番 目 、 ７ 番 目 ・ ・ ・ の 接 点 に 接 続 さ れ る 。 さ ら に 、 こ こ か
ら 、 第 ３ の プ リ ア ン プ 子 基 板 ６ ８ 、 第 １ の 送 信 接 続 部 ９ ０ を 避 け て 、 第 ２ の 送 信 接 続 部 ９
２ の 端 か ら １ 番 目 、 ４ 番 目 、 ７ 番 目 ・ ・ ・ の 接 点 に 接 続 さ れ る 。 さ ら に 、 探 触 子 接 続 部 ８
２ の 端 か ら ３ 番 目 、 ４ 番 目 、 ９ 番 目 、 １ ０ 番 目 、 １ ５ 番 目 ・ ・ ・ の 接 点 は 、 第 １ お よ び 第
２ の プ リ ア ン プ 子 基 板 ８ ４ ， ８ ６ の 接 点 を 避 け て 第 ３ の プ リ ア ン プ 基 板 ８ ８ の 端 か ら １ 番
目 、 ４ 番 目 、 ７ 番 目 ・ ・ ・ の 接 点 に 接 続 さ れ る 。 さ ら に 、 こ こ か ら 、 第 １ お よ び 第 ２ の 送
信 接 続 部 ９ ０ ， ９ ２ を 避 け て 、 第 ３ の 送 信 接 続 部 ９ ４ の 端 か ら １ 番 目 、 ４ 番 目 、 ７ 番 目 ・
・ ・ の 接 点 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 接 続 に よ り 、 ３ 個 の プ リ ア ン プ 子 基 板 は 、 そ の 接 続 端 子 も 含 め て 同 一 の 構 成 と す る こ
と が で き る 。 同 様 に ３ 個 の 送 信 処 理 子 基 板 も 同 一 の 構 成 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ５ の 信 号 線 の 接 続 を 一 般 化 す る と 、 次 の よ う に な る 。 同 一 機 能 の 子 基 板 の 数 を Ｎ 、 探 触
子 選 択 接 続 部 の 接 点 の 一 端 か ら の 順 番 を ｉ 、 ま た ｎ を ０ 以 上 の 整 数 と す る 。 ｉ が 、
２ ｎ Ｎ ＋ １ ＜ ｉ ≦ （ ２ ｎ ＋ １ ） Ｎ
の と き に は 、 ｉ を Ｎ で 割 っ た 剰 余 が ０ で な い 場 合 、 剰 余 が Ｒ と な る 接 点 を 第 Ｒ の 子 基 板 に
接 続 す る 。 剰 余 が ０ の 場 合 、 第 Ｎ の 子 基 板 に 接 続 す る 。 ま た 、 ｉ が 、
（ ２ ｎ ＋ １ ） Ｎ ＜ ｉ ≦ ２ （ ｎ ＋ １ ） Ｎ
の と き に は 、 剰 余 が ０ で な い 場 合 、 剰 余 が Ｒ と な る 接 点 を 第 （ Ｎ ＋ １ － Ｒ ） の 子 基 板 に 接
続 す る 。 剰 余 が ０ の 場 合 は 、 第 １ の 子 基 板 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 上 、 図 ３ ～ ５ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 信 号 線 は 概 略 的 に １ 方 向 （ 図 中 上 下 の 方 向 ） に 延 び
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、 図 ６ の 従 来 例 の よ う に 横 方 向 に 延 び る 部 分 が な い 。 振 動 子 が 多 数 に な る と 、 横 方 向 に 延
び る 部 分 の 幅 （ 図 中 縦 方 向 の 寸 法 ） が 増 大 し 、 子 基 板 の 間 を 大 き く 取 る 必 要 が あ り 、 装 置
の 小 型 化 を 阻 害 す る 可 能 性 が あ る 。 こ れ に 対 し 、 前 述 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 信 号 線 が 概 略
１ 方 向 に 延 び て い る の で 、 子 基 板 の 間 隔 を 詰 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 前 述 の 実 施 形 態 に よ れ ば 信 号 線 の 順 序 が 崩 れ な い の で 、 信 号 線 を 基 板 上 の １ 層 に 配
置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 同 一 機 能 を 有 す る 複 数 の 子 基 板 の 構 成 を 同 一 に す る こ と が で き 、 子 基 板
の 作 り 分 け が 不 要 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 超 音 波 診 断 装 置 の 信 号 処 理 に か か る 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 超 音 波 診 断 装 置 の 信 号 処 理 回 路 を 実 装 し た 複 数 の 基 板 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 信 号 処 理 の 機 能 を 実 装 し た 子 基 板 ど う し の 接 続 を 行 う 親 基 板 の 配 線 例 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 親 基 板 の 他 の 配 線 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 親 基 板 の さ ら に 他 の 配 線 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 親 基 板 の 配 線 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ ８ 　 親 基 板 、 ３ ０ 　 探 触 子 選 択 子 基 板 、 ３ ２ ， ３ ４ 　 プ リ ア ン プ 子 基 板 、 ３ ６ ， ３ ８ 　
受 信 処 理 子 基 板 、 ４ ０ ， ４ ２ 　 送 信 処 理 子 基 板 、 ４ ４ 　 信 号 線 、 ４ ６ 探 触 子 選 択 接 続 部 、
４ ８ ， ５ ０ 　 プ リ ア ン プ 接 続 部 、 ５ ２ ， ５ ４ 　 送 信 接 続 部 、 ５ ６ 　 接 地 線 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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